
　
 

京
都
芸
術
大
学
紀
要
二
十
五
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て

　本
学
の
紀
要G

e
n

e
sis 

は
、一
九
九
四
年
の
創
刊
以
来
、作
品
を
紹
介
す
る
グ
ラ
ビ
ア

ペ
ー
ジ
、研
究
論
文
、研
究
ノ
ー
ト
、調
査
報
告
書
な
ど
、本
学
教
員
の
創
作
や
研
究
活
動

を
掲
載
す
る
学
術
誌
と
し
て
毎
年
刊
行
を
続
け
て
き
た
。

　今
、私
の
手
元
に
あ
る
、二
〇
〇
七
年
発
刊
の
紀
要

 
号
の
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
み
る
と
、

カ
ラ
ー
40
数
頁
に
及
ぶ
作
品
報
告
、芳
賀
徹
第
3
代
学
長
を
含
む
本
学
教
員
の
執
筆
に
よ

る
論
文
、調
査
報
告
、研
究
ノ
ー
ト
、講
演
録
な
ど
多
彩
な
内
容
で
、当
時
の
本
学
教
員
の

研
究
や
創
作
活
動
へ
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　紀
要G

e
n

e
sis

は
、二
〇
一
九
年
か
ら
P
D
F
版
に
移
行
し
て
新
た
な
装
い
の
も
と
で

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　P
D
F
版
に
よ
る
刊
行
の
も
つ
特
長
は
、「
自
由
度
の
高
さ
」で
あ
る
。 

通
常
の
刊
行
の

他
、時
宜
に
適
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
特
集
号
や
、学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
講
演
録

の
刊
行
、あ
る
い
は
、学
際
的
な
チ
ー
ム
に
よ
る
本
学
な
ら
で
は
の
芸
術
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
の
発
信
と
い
っ
た
こ
と
も
自
在
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

ま
た
、掲
載

論
文
ご
と
の
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
す
れ
ば
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、個
々
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
読
者
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
も
容
易
に
で

き
る
。 

著
者
と
読
者
の
距
離
が
近
く
な
り
、活
発
な
相
互
交
流
が
実
現
で
き
る
こ
と
は
、

P
D
F
版
に
よ
る
発
行
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
ろ
う
。

　多
様
な
専
門
領
域
を
有
す
る
総
合
芸
術
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
紀
要
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、現
在
、さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
編
集
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

多
彩
な
研
究
成

果
の
集
積
と
な
る
P
D
F
版
の
紀
要G

en
esis

が
、内
容
の
豊
か
さ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

さ
を
矜
持
と
し
て
、新
た
な
研
究
を
生
み
出
す
跳
躍
台
と
し
て
の
役
割
を
担
う
魅
力
的
な

媒
体
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　二
〇
二
一
年
八
月
十
八
日

京
都
芸
術
大
学
学
長

　吉
川
左
紀
子
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